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論文の要旨及び判定理由 

 

Child-Pugh分類は肝機能評価に広く利用されているが、ほかにもさまざまな手法があり、代表的な

ものにインドシアニングリーン（ICG）を用いた方法や99mTc-アルブミン肝臓シンチグラフィー（99mTc-

GSA）がある。肝細胞に特異的に取り込まれるMRI用造影剤ガドキセト酸ナトリウム（Gd-EOB-DTPA）は、

肝障害のある肝実質では肝細胞相における取り込みが減少することが知られている。 

本研究では、肝腫瘍をもつ様々な患者において実施されたGd-EOB-DTPA造影MRIにおける信号強度が、

肝機能評価の手段として有用かどうか検討した。 

重粒子センター外来を受診した患者の中から、肝腫瘍患者59名を後ろ向きに対象とした。肝細胞相

において関心領域（ROI）を、肝実質に3カ所、脾実質に1カ所置き、肝と脾の信号比（L/Sp）を計測し、

造影前後のL/Spの比を肝実質造影比（Liver parenchymal enhancement: LER）として算出した。 

平均LERはそれぞれChild-Pugh Aで138.2 ± 12.8、Child-Pugh Bで115.7 ± 11.6、Child-Pugh Cで

93.2 ± 15.8であり、いずれの群間でも有意差が認められ(p<0.0001)、またLERとICG15分停滞率との

間に高い相関が認められた（r=−0.67; p<0.0001）。99mTc-GSAによる15分後の消失率（HH5）は、AとC

の間に有意差が認められるのみであった。肝臓の代謝指標であるLHL15でも、BとCの間に有意差を認め

なかった。 

本研究は、EOB-MRIを用いて肝機能を画像によって評価することが可能であることを明らかとしたも

のであり、医学の発展に大きく寄与するものと認められ、博士（医学）の学位に値するものと判定し

た。 
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